
まちの人口（平成２３年 5月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,439 人（△ 18）　男 8,964 人（△ 1）　女 9,475 人（△ 17）　世帯数 6,957 世帯（20）　※（　）内は前月比
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４月６日、町立小中学校の入学式が行われ、小学

校１２６名、中学校１５７名の新入生が入学し、

在校生などにあたたかく迎えられました

舘岩小学校入学式
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町
内
で
採
取
さ
れ
た
農
産
物
で
は
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
か
ら

は
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ず
、
フ

ユ
ナ
（
コ
マ
ツ
ナ
）
か
ら
放
射
性
ヨ
ウ

素
33
ベ
ク
レ
ル
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

２
４
０
ベ
ク
レ
ル
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
暫
定
基
準
値
（
放
射
性
ヨ
ウ
素

２
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
）
を
下
回
っ

て
お
り
、
ま
っ
た
く
問
題
な
い
こ
と
が

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
調
査
を
行
い
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
、
結
果
を

報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
（
糸
沢
地
区
）
の
水
田

の
土
壌
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
０
９

ベ
ク
レ
ル
と
い
う
結
果
と
な
り
、
稲

の
作
付
け
制
限
値
（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

５
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
上
）
を
大
幅

に
下
回
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
作
付
け
で
き
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

れ
た
り
、
福
島
県
産
の
野
菜
や
果
物
の

価
格
が
暴
落
し
た
り
、
宿
泊
施
設
の
キ

ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
だ
り
と
い
っ
た
風

評
被
害
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故

は
、
広
い
範
囲
で
人
の
健
康
や
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
す
大
量
の
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
国
際
的
な

基
準
に
基
づ
く
事
故
の
評
価
を
、
最
悪

の
「
レ
ベ
ル
７
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
原
発
事
故
で
避
難
指
示
が

出
て
い
た
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所

か
ら
20
㌔
㍍
の
圏
内
が
、
４
月
22
日
、

立
ち
入
り
禁
止
命
令
が
出
せ
る
「
警
戒

区
域
」
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
内
退
避
指
示
地
域
に
指
定

さ
れ
た
30
㌔
㍍
圏
の
外
に
あ
り
な
が

ら
、
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
物
質
が
検
出

さ
れ
た
飯
館
村
や
川
俣
町
の
一
部
が
、

同
じ
く
４
月
22
日
、「
計
画
的
避
難
区

域
」
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
９
．
０
と
い
う
巨
大
地
震
が
東
北

地
方
で
発
生
し
て
か
ら
約
２
か
月
が
経

ち
ま
す
。

　

福
島
県
は
、地
震
や
大
津
波
に
よ
り
、

多
く
の
市
町
村
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
震
や
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
の
放
射
能
漏
れ
の
事
故
に
よ

り
、飯
舘
村
な
ど
の
近
隣
市
町
村
で
は
、

土
壌
な
ど
か
ら
高
い
放
射
能
測
定
値
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
内
の
市
町
村
の
一
部
で
は
、

水
や
野
菜
か
ら
基
準
値
を
上
回
る
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
、
水
の
飲
用
制
限

や
野
菜
、
魚
の
出
荷
制
限
や
摂
取
制
限

な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
る
な
ど
、
県
民

に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
福
島
県
か
ら
県
外
に
避
難
し

た
子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
福
島

県
か
ら
来
た
と
言
っ
た
ら
宿
泊
を
断
ら

20
キ
ロ
圏
内
「
警
戒
区
域
」
設
定

深
刻
化
す
る
原
発
問
題

未
曾
有
の

 
大
災
害 

か
ら
２
か
月･

･･
 

大
災
害

　

東
京
電
力
に
よ
る
と
、
原
子
炉
の
本

格
的
な
冷
却
シ
ス
テ
ム
を
復
旧
さ
せ
、

放
射
性
物
質
の
放
出
を
大
幅
に
低
減
し

て
安
定
し
た
状
態
を
取
り
戻
す
ま
で
に

は
、
順
調
に
復
旧
作
業
が
進
ん
で
も
６

～
９
か
月
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
で
、

原
発
問
題
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

　　　

農
産
物
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て

は
、
原
発
の
周
辺
市
町
村
ば
か
り
で
な

く
、
県
内
の
多
数
の
市
町
村
で
暫
定
基

準
値
を
上
回
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
津
地
方
で
も
、
４
月
11
日
に
採
取

さ
れ
た
会
津
若
松
市
や
会
津
坂
下
町
の

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
か
ら
暫
定
基
準
値
を
上

回
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た

ほ
か
、
下
郷
町
で
採
取
さ
れ
た
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
か
ら
も
一
時
、
暫
定
基
準
値
を

上
回
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
、
農
業
関
係
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
に

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
４
月
18
日
に
会
津
若
松
市
と

下
郷
町
で
採
取
さ
れ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

か
ら
は
基
準
値
を
上
回
る
放
射
性
物
質

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。　

会
津
産
の
農
産
物
か
ら
も

　

 

放
射
性
物
質
が
検
出

町
内
の
農
産
物
は
基
準
値
下
回
る

日常生活と放射線

■モニタリング調査の結果

参 考
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全身被ばく

死亡

全身被ばく

胸部Ｘ線コンピュータ断層
撮影検査 (CT スキャン ) １回

胸のＸ線集団検診（1回）

300 ベクレルの放射性ヨウ素 131（飲料水、

牛乳等の暫定基準値）が検出された飲食物

を１kg 摂取した場合 (成人）500 ベクレルの放射性セシウム（野菜、穀

類等の暫定基準値）が検出された飲食物を

100 g 摂取した場合

全身被ばく

一般公衆の線量限度

胃のＸ線集団検診（1回）

悪心、嘔吐

これより低い線量では臨床
症状が確認されていません

（年間、医療除く）

全身被ばく

1年間に浴びる放射線量

東京～ニューヨーク
航空機旅行（往復）

ブラジル ガラパリ
の放射線（年間）

末梢血中のリンパ球の減少

（世界平均）

(高度による宇宙線の増加）

放射線量の目安（単位：ミリシーベルト）

1 ミリシーベルト（mＳv）＝ 1,000 マイクロシーベルト（μＳv）
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安心して暮らせるまち『南会津』
　南会津町は災害に強い町です。今回の大震災による直接的な被害も少なく、また、原発事故のよる放射
性物質の影響も少ない、安心できる町です。なお、引き続き、モニタリング調査等により空気や水、食べ
物について、定期的に放射性物質の測定を行い、結果をホームページで公表していきます。

【空　気】　　大気中の放射線量 ・・・ ０．０８μＳｖ / ｈ（5/2　8：00　南会津合同庁舎測定値）
　　　　　　（健康に影響を及ぼすレベルではありません。）

【飲料水（水道水）】　　飲料水の放射性物質の検出はありません。（4/25　町内 31 箇所で検査）
【食べ物】　　町内で採取された農産物からは、放射性物質は検出されないか、検出されても暫定基準値を大
　　　　　きく下回っており、まったく問題ありませんので、安心して購入・消費してください。
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こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
多
く
の
犠
牲
者
の

方
々
に
心
か
ら
お
悔
み
と
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

漏
れ
問
題
の
収
束
作
業
な
ど
に
命

が
け
で
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
や

通
信
網
が
途
絶
え
た
中
、
震
災
翌
日

か
ら
迅
速
な
対
応
で
炊
き
出
し
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
日
赤
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
内
で
は
大
き
な
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
や
活
動
自
粛
に
よ
る

経
済
の
落
ち
込
み
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
町
内
の
農
林
業
や

観
光
、
飲
食
店
な
ど
地
域
経
済
活
動

風
評
被
害
の
払

ふ
っ
し
ょ
く拭

と
避
難
者
支
援
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す

を
元
気
づ
け
る
た
め
に
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
応
援
が
必
要
で
す
。

　

町
は
、
風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
情
報
の

発
信
な
ど
積
極
的
に
行
動
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
者
へ
の
支
援
も
継
続

し
て
行
い
、
お
も
て
な
し
の
心
で
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
癒
し
て

い
た
だ
き
、
復
興
へ
向
け
一
緒
に
歩

ん
で
行
き
ま
す
。

　

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

行
政
と
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
協

力
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
刻
々
と
変

化
す
る
事
態
に
、
落
ち
つ
い
て
適
切

に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
厳
し
い
体
験
を
教
訓
と

し
、
今
後
、
災
害
対
策
に
全
力
で
立

ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

南会津町災害支援対策本部長

町では、４月２８日、
東日本大震災南会津
町風評被害対策委員
会を行政と民間機関
で設置しました。
各分野での現状をす
ばやく把握し、情報
を共有しながら、緊
急的対応と長期的対
策を講じていきます。

大宅　宗吉 町
長

『
本
当
に
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
伊
南
保
育
所

に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
小
学
生

が
毎
朝
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗

せ
る
た
め
に
迎
え
に
き
て
く
れ

ま
す
。
中
学
生
も
元
気
に
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。
本
当
に

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。』（
南
相

馬
市
・
半
谷
美
幸
さ
ん
、
民
宿

三
ツ
岩
）

『
南
会
津
は
素
晴
ら
し
い
！
地
震

が
な
い
、
放
射
線
の
心
配
が
な

い
、
安
全
・
安
心
。
そ
し
て
何

よ
り
花
木
の
宿
の
ス
タ
ッ
フ
が

親
切
。
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
県
内

の
自
治
体
で
町
長
自
ら
が
南
相

馬
ま
で
出
向
い
て
受
け
入
れ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
。』

南
会
津
町
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
ぐ

 

『
お
も
て
な
し
の
心
』 

で 
 
 
 

避
難
し
て
い
る
方
々
を
全
面
的
に
支
援
し
ま
す

 

避
難
し
て
い
る

　 

皆
さ
ん
か
ら
の
声

（
南
相
馬
市
・
田
中
昌
隆
さ
ん
、

花
木
の
宿
）

『
南
会
津
町
の
人
は
行
動
的
で
、

ま
と
ま
り
が
あ
っ
て
、
良
く
し

て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
。
息

子
の
学
校
（
伊
南
中
学
校
）
の

こ
と
も
全
て
準
備
し
て
も
ら
っ

て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
花
木
の

宿
の
人
に
も
本
当
に
親
切
に
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
地
震
が
な

い
の
も
安
心
で
す
。』

（
南
相
馬
市
・
半
谷
ユ
キ
子
さ
ん
、

花
木
の
宿
）

『
住
民
も
い
い
人
が
多
く
、
役
場

の
人
も
よ
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

漬
物
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い

た
り
、
そ
ば
を
ご
馳
走
に
な
っ

た
り
、
住
民
の
方
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
救
援
物
資

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
居

心
地
が
よ
か
っ
た
で
す
。
雪
に

は
び
っ
く
り
し
ま
し
た･･･

』（
楢

葉
町
・
松
本
勝
子
さ
ん
、
田
部

原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

『
野
菜
等
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ

い
た
り
、
も
ち
つ
き
を
や
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
区
長
は
じ
め

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
よ
く
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
蔵
入
交

流
館
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
手
打

ち
そ
ば
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

地
震
も
な
い
し
、
安
心
し
て
住

め
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。』

（
大
熊
町
・
山
田
正
治
さ
ん
、
永

田
林
業
研
修

セ
ン
タ
ー
）

『
野
菜
の
ほ
か
、
お
か
ず
や
ま
ぜ

ご
飯
な
ど
を
差
し
入
れ
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
日
は
地

区
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
ま
ぜ
て

い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

す
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
が
田
島
中
学
校
に
入
学
し
た

の
で
、
自
転
車
や
制
服
、
ジ
ャ

ー
ジ
な
ど
も
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。』（
双 山田正治さん、和枝さん

半谷美幸さん

ご家族

田中昌隆さん

ご家族
半谷ユキ子さんご家族

大宅町長 南会津への避難者を激励

大宅町長 南相馬市長と会談

避難している方々と懇談する大宅町長

桜井市長（右）と握手を交わす大宅町長

　４月１８日、大宅町長は舘岩地域のアストリアホテルを訪れ、
「みなさんが精神的にも肉体的にも休めるように支援していく。
何かあれば遠慮なく言ってください。」と、同ホテルで避難生活
を送る南相馬の方々などを激励しました。
　また、避難している方々と懇談し、「避難所の情報がうまく伝
わっていない。他の避難所などで困っている知り合いがいれば、
南会津は安全で、安心して生活できると声をかけてほしい」と伝
えました。南相馬市から避難してきた諸我絵里子さんは「子ども
のことを考えて南会津にきました。子どもを学校に通わせるには
いい環境だと思います。きてよかったと思っています」と笑顔で
話してくれました。

　大宅町長は、４月１２日、南相馬市役所を訪れ、桜井勝延南相
馬市長に南相馬市から避難されている方の受入れ状況などを説明
し、さらに南会津で 1,200 人を受け入れる準備があることを伝え
ました。
　桜井市長と会談した大宅町長は「南会津はこれから過ごしやす
い季節になる。町内の児童生徒数も少ないので、小中学生も余裕
を持って受け入れられる」と全面的な支援を申し出ました。
　桜井市長からは「市民を受け入れていただき、本当に感謝して
います」とお礼を述べられました。

葉
町
・
小
野
田
玲
子
さ
ん
、
松

下
集
会
所
）

『
最
初
寒
い
な
と
感
じ
ま
し
た

が
、
今
は
慣
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
で
も
良
く
し
て
も
ら
っ
て
お

り
、
特
に
心
配
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
き
れ
ば
同
じ
地
域
か
ら

避
難
し
て
き
た
方
々
と
話
を
す

る
機
会
が
あ
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。』（
南
相
馬
市
・
丸
山

佑
二
さ
ん
、

さ
ゆ
り
荘
）

『
思
っ
て
た
よ
り
い
い
印
象
で

す
。
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
子

ど
も
た
ち
に
い
い
環
境
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
は
舘
岩
小
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
は
と

て
も
楽
し
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
や
は
り
以
前
の
学
校
の
友

だ
ち
に
会
い
た
が
っ
て
い
ま

す
。』（
南
相
馬
市
・
曳
地 

誠
さ
ん
、

会
津
ア
ス

ト
リ
ア
ホ

テ
ル
）

丸山佑二さんご家族

『
避
難
所
生
活
も
こ
こ
で
８
か
所

め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
は
ベ
ッ
ド
で
落
ち
着
い
て

休
め
る
の
で
い
い
で
す
。
孫
が

楽
し
そ
う
に
学
校
に
行
っ
て
る

の
で
う
れ
し
い
で
す
。』（
南
相

馬
市
・
稲
田
光
雄
さ
ん
、
ペ
ン

シ
ョ
ン

ウ
ッ
デ
ィ

ベ
ル
）

『
も
と
も
と
山
の
方
な
の
で
、
こ

こ
も
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
て
落

ち
着
き
ま
す
。
家
族
は
、
一
時

別
の
避
難
所
に
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
の
宿
の
環
境
が
良
か
っ
た

の
で
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
同
じ

地
区
か
ら
避
難
し
て
き
た
人
も

い
る
と
思
う
の
で
、
み
な
さ
ん

と
連
絡
を
取
り
合
い
た
い
。』（
三

本
松
正
憲
さ
ん
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

蒼
い
樹
）

曳地 誠さんご家族

稲田光雄さんご家族三本松正憲さんご家族
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万
が
一
に
備
え
て

大
地
震
が
発
生
し
た
際
、
迅
速
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、

地
震
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

も
う
一
度
、
避
難
場
所
を
確
認
し

非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避難所・避難施設名 所 在 地

南会津町役場 田島字後原甲3531-1

田島農村環境改善センター 関本字百一560

あたご会館 田島字後原甲3586-1

檜沢地区公民館 福米沢字宮ノ前1381

田島体育館 田島字後原甲3586-1

田島小学校 田島字会下甲3316

荒海小学校 関本字大道上495

檜沢小学校 福米沢字宮ノ前1380

田島第二小学校 長野字於三段340

針生小学校 針生字下宮238

田島中学校 田島字後原甲3437

檜沢中学校 福米沢字大田1340-1

荒海中学校 糸沢字馬場原446-15

びわのかげ保育所 永田字枇杷影1-1

田部原保育所 田島宇田部原90

田島高等学校 田島字田部原260

針生青少年旅行村管理棟 針生字宮ノ下1734-1

中荒井生活改善センター 中荒井字長畔568

高野生活改善センター 高野字岩下通647

栗生沢生活改善センター 栗生沢字前ノ畑287

避難所・避難施設名 所 在 地

静川生活改善センター 静川字能沢向乙1304-2

田部生活改善センター 田部字上山根147-2

福島県南会津合同庁舎 田島字根小屋甲4277-1

南会津行政センター 田島字西町甲4331

長野林業研修センター 長野字地蔵裏27

田部原多目的集会センター 田島字田部原159-8

水無林業研修センター 水無字的場492-1

横町公民館 田島字横林甲2295

東町公民館 田島字天道沢甲2677

南会津町福祉ホール 田島字中町甲3918-1

金井沢多目的集会センター 金井沢字沢田20-1

塩江林業研修センター 塩江字大念仏23-4

滝原林業研修センター 滝原字下後庵55

羽塩林業研修センター 糸沢字滝ノ上10-1

糸沢林業研修センター 糸沢字居平1954-2

古今生活改善センター 糸沢字古内平4

御蔵入交流館 田島字宮本東22

藤生多目的集会センター 藤生字石堂112

上野ふれあいセンター 藤生字上野

川島公民館 川島字宮前5

□　飲料水　　　□　保存食　　　□　下　着
□　衣　料　　　□　携帯ラジオ　□　懐中電灯
□　医薬品　　　□　電　池　　　□　現　金
□　ライター　　□　ローソク　　□　タオル
□　軍　手　　　□　ティッシュ　□　石　鹸
□　
□
□
□

※ その他必要と思われるものがあれば、追加してくだ
　 さい。

※ 飲料水、保存食は最低でも３日分くらいは準備して
　 おきましょう。

※ 準備済みのものにチェックを入れてしてください。

※ 準備ができたらリュックサック等にまとめて入れて
　 おきましょう。

非常持出品リスト（参考）

避難場所リスト（南会津町地域防災計画指定場所）

≪田島地域≫

避難所・避難施設名 所 在 地

番屋集会所 番屋26-1

総合交流促進センター いわした 岩下394

精舎集会所 精舎264

井桁集会所 井桁166-2

旧上郷小学校 井桁3

高杖原集会所 高杖原382

八総集会所 八総45

森戸集会所 森戸355

熨斗戸集会所 熨斗戸189

戸中集会所 戸中460 

舘岩中学校 水石19

舘岩会館 松戸原55

舘岩小学校 松戸原5

貝原公民館 貝原176

避難所・避難施設名 所 在 地

木伏転作センター 木伏字西居平1001

水根沢集会所 水根沢字前田111

大新田集会所 大新田字上村195-1

大橋集会所 大橋字久保田736-2

東集会所 東字輪間190-1

南郷総合センター 山口字村上842

宮床集会所 宮床字川久保663

界公民館 界字日向下255

片貝集会所 片貝字中田51-2

富山集会所 富山字居平165

避難所・避難施設名 所 在 地

伊南会館 古町字舘跡998

伊南地域交流センター 古町字石原525

上町集会所 古町字居平11-5

下町集会所 古町字居平1-1

道城集会所 古町字小沼162

山の学習体験交流センター 多々石字居平116

白沢集会所 白沢字村下夕216

青柳生活改善センター 青柳字家ノ下68

小塩集会所 小塩字居平356

避難所・避難施設名 所 在 地

湯ノ花温泉交流センター 湯ノ花981-1

舘岩老人福祉センター 湯ノ花647

しらかば公園体育館 湯ノ花1389-2

水引公民館 水引318-1

福渡公民館 中ノ井字真名板倉山乙698

前沢集会所 前沢331

塩ノ原生活改善センター 塩ノ原1330

たのせ集会所 たのせ72-2

穴原公民館 穴原357

小高林公民館 小高林589

木賊生活改善センター 宮里字宮ノ本1825

さいたま市立舘岩少年自然の家 宮里字向山2847-1

川衣交流センター 宮里字川衣2391

避難所・避難施設名 所 在 地

下山集会所 下山字谷地159-1

乙沢集会所 和泉田字稲場5609

和泉田農村環境改善センター 和泉田字沼橋2860-1

小野島集会所 和泉田字石原345

南郷体育館 山口字村上1074

南郷第一小学校 山口字舟場916

南郷第二小学校 下山字下川原31

南郷保健福祉センター 片貝字中田98

きらら２８９ 山口字橋尻1

南郷スキー場センターハウス 界字湯ノ入293

避難所・避難施設名 所 在 地

宮沢集会所 宮沢字下ノ原990-1

川の学習体験交流センター 浜野字三舛蒔560

内川生活改善センター 内川字上ノ原3

耻風集会所 耻風字東平19 

大原集会所 大原字居平21

大川公民館 小立岩字居平199

大桃集会所 大桃字上河原113

高畑スキー場センターハウス 大桃字一の間々 20-3

≪舘岩地域≫

≪南郷地域≫

≪伊南地域≫

避難場所リスト（南会津町地域防災計画指定場所）
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ハルさんと花束を渡した由希ちゃん

消防本部員と共に放水する田島第３分団員

平成２３年度　南会津町納税貯蓄組合連合会長表彰

渡部ハルさん 百歳賀寿

田島支団春季非常召集訓練

　■４月１３日

　町内の各納税貯蓄組合長に就任され、
１０年の長きに渡り納税貯蓄組合の運
営と町税等の納期内納税にご尽力され
た方６名に対し、南会津町納税貯蓄組
合連合会長の室井博氏より表彰状が贈
呈されました。
　表彰された方は右のとおりです。

　■４月９日

　４月９日に百歳となった渡部ハルさん（白沢）への
賀寿贈呈式が、同日、自宅で行われました。
　大宅町長から賀寿状と祝い金の贈呈が行われた後、
ひ孫の由希ちゃんから花束が贈られました。
　ハルさんによると、「世間に対し何事も苦にせず、食
事は好き嫌いなく食べる」ことが、長寿の秘訣だそう
です。

　■４月９日

　町消防団田島支団の春季非常召集訓練が行われ、消防
団員をはじめ、婦人消防団員、広域消防本部員、地区住
民など約３６０名が参加しました。
　訓練は、田島地域の３ヵ所で実施され、狭い集落内で
の火災を想定した訓練や、元消防団員で構成された先遣
隊員による放水訓練、そして河川からの給水による放水
訓練など、より実践的な訓練が実施されました。

校長先生の式辞を聞く新入生

(伊南中学校)

　同じく４月６日、町内の６町立中学校で入学式が行
われ、１５７名が中学校に入学しました。
　つい先日までランドセルを背負って小学校に通って
いた新入生ですが、すっかり大人っぽくなっており、
落ち着いて入学式に臨んでいました。
　伊南中学校では、８名が入学。式辞で渡部正弘校長
先生は「自分に負けない心を育て、ひとりで歩いてい
ける基礎をつくる。弱い者を守り、助ける、思いやり
のある生徒になる」と新入生に２つのお願いをしまし
た。新入生誓いの言葉では、佐野仁くんが「たいへん
なこともたくさんあると思うが、ひとつひとつ乗り越
えていきたい。伝統ある伊南中生であることを自覚し、

中学校には１５７名の新入生が入学

「１２６名の新一年生」が小学校入学

町立小中学校入学式

町議会議員一般選挙結果

　４月６日、町内の９町立小学校で入学式が行われ、
１２６名の新一年生が小学校に入学しました。
　色とりどりの真新しいランドセルを背負った子ども
たちは、おとうさんやおかあさんと一緒に元気いっぱ
い小学校の校門をくぐりました。
　荒海小学校では２４名の児童が入学。佐藤英代校長
先生から、新入生に『元気』や『やる気』の種が配られ、

「ぐんぐん育てて、みんなに元気を届けてください」と
応援のメッセージが贈られました。

　また、入学式の後、在校生による歓迎のことばや、
小学校生活の楽しさを紹介した劇が新入生におくられ、
新入生たちは、眼をキラキラと輝かせ鑑賞していまし
た。
　舘岩小学校では１３名の児童が入学。式では、渡部
智恵子校長先生の式辞や教育委員会告辞、来賓祝辞の
後、６年生の湯田一

か ず は

葉さんが「わからないことがいっ
ぱいあると思いますが、私たちが教えてあげるので大
丈夫です。私たちと一緒に楽しく勉強しましょうね」
と歓迎の言葉を述べました。

元気に入場する新一年生

（荒海小学校）

代表で教科書を受け取る小勝大吾くん

（舘岩小学校）

立派な中学生になりたい」と力強く誓いの言葉を述べま
した。
　田島中学校では、７０名の生徒が入学式を迎えまし
た。その入学式には、震災により浜通り地区からきた７
名が新入学生、そして在校生の一員として参加しまし
た。田島地域の商店街から７名に対し、文房具や運動着、
男子用の学生服が寄贈され、女子生徒には、卒業生の保
護者からセーラー服が贈られました。
　浜通りから避難し、新入生としてこの日を迎えた小野
田さんは、「田島中学校の入学式を無事迎えられ、ホッ
としました」と笑顔で話してくれました。

「楽しく希望に満ちた中学生活をおくります」

と元気に誓った湯田海
か い と

斗くん(田島中学校)

≪田島地域≫　
・東町第四納税貯蓄組合長（東町）　　大橋　富男さん
・前ノ沢納税貯蓄組合長（大豆渡）　　野中　儀一さん
・西中村納税貯蓄組合長（高野）　　　大竹　政義さん
・日の出納税貯蓄組合長（糸沢）　　　八木沢正喜さん

≪舘岩地域≫
・戸中下モ原納税貯蓄組合長（松戸原） 　星　　茂さん
・石湯納税貯蓄組合長（湯ノ花）　　　星　シズ子さん

開票作業の様子

■問い合わせ

　南会津町選挙管理委員会　TEL0241-62-6100

　４月２４日、南会津町議会議員一般選挙が行わ
れました。（当選者は右のとおりです。）
　定数が２２名から１８名に減った今回の選
挙、投票率は８３. ６７％となり、前回に比べ
３. ０７％減少しました。

得票数 氏 名 年齢 得票数 氏 名 年齢

936 大桃　英樹 36 575 室井　嘉吉 62

782 芳賀沼順一 69 568 大竹　幸一 59

720 阿久津梅夫 64 548 高野　精一 61

704 湯田　良一 61 522 星　登志一 61

698 山内　　政 58 521 菅家　幸弘 59

654 湯田　秀春 61 511 楠　　正次 56

621 五十嵐　司 68 506 湯田　　哲 54

579 室井　　実 69 496 渡部　　優 57

575 長谷川耕一 59 479 渡部　忠雄 66
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　http://www.minamiaizu.org/
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９
月
（
予
定
）

　

本
庁
総
合
政
策
課　
　
　

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課　

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課　

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
５

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

℡

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
18
日
（
水
）
、
６
月
15
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

保
健
師
に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
保
健
師

が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く
な
る
、

学
校
や
職
場
に
行
け
な
い
、
部
屋
に
引
き
こ

も
り
が
ち
だ･･･

な
ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
で
は
、
左
記
の
と
お
り
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
２
日
～
３
日
（
２
日
間
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

　

部
（
２
階
会
議
室
）

　
消
防
署
、
出
張
所
及
び
分
遣
所
に
備
え
付

　

け
の
受
講
申
込
書
に
記
入
し
て
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
受
講
申
込
み
期
限

　
平
成
23
年
５
月
27
日
（
金
）
ま
で

　
５
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
２
１
４
１

地
域
資
源
を
活
用
し
た

　
　

自
発
的
な
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

　

　

町
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
力

の
維
持
強
化
に
つ
な
が
る
発
展
性
・
持
続
性

の
高
い
事
業
を
支
援
す
る
「
元
気
の
で
る
地

域
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
自
発
的
な
取
り
組
み
を
応
援
し
ま

す
。

■
補
助
対
象
事
業

　
地
域
住
民
が
自
発
的
か
つ
創
造
的
に
実
施

　

す
る
事
業
で
、
地
域
性
、
先
駆
性
、
他
の

　

団
体
と
の
連
携
等
の
特
性
を
有
す
る
事
業

■
補
助
対
象
者

　
主
に
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て

　

組
織
さ
れ
て
い
る
団
体

■
補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
事
業
費
の
10
分
の
８
以
内
、

　

補
助
限
度
額
50
万
円

　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ

■
受
験
申
込
書
の
提
出
先
（
郵
送
）

　

人
事
院
東
北
事
務
局　

第
二
課
試
験
係

　
　

〒
９
８
０-

０
０
１
４

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３-

２-

23

■
試
験
日
及
び
試
験
種
目

　

第
１
次
試
験　

平
成
23
年
９
月
４
日
（
日
）

　

（
教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
試
験
）

　

第
２
次
試
験　

平
成
23
年
10
月
13
日
（
木
）

　

～
10
月
20
日
（
木
）
の
い
ず
れ
か
指
定
日

　

（
教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
試
験
）

　
人
事
院
東
北
事
務
局　

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２　

又
は
、

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課　

　

０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１ 

　

内
線
３
２
３
６

　　
悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　

抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

　
奥
会
津
博
物
館

　

０
２
４
１
（
６
６
）
３
０
７
７

　

０
２
４
１
（
６
６
）
３
０
８
８

　　　　　

県
で
は
、
平
成
23
年
度
の
自
動
車
税
の
定

期
課
税
（
例
年
５
月
課
税
・
５
月
末
納
期
限
）

を
延
期
し
ま
す
。
（
延
期
す
る
期
間
は
未
定
。
）

　

こ
れ
に
伴
い
、
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継

続
検
査
用
・
構
造
等
変
更
検
査
用
）
の
有
効

期
限
も
延
長
す
る
予
定
で
す
（
延
長
後
の
有

効
期
限
は
未
定
。
）　

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度
課
税
に
よ

り
交
付
さ
れ
た
納
税
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、

平
成
23
年
５
月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

延
長
後
の
有
効
期
限
に
読
み
替
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
手
持
ち
の
納
税
証
明
書

は
引
き
続
き
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
総
務
部 

税
務
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
０
６
９

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税

務
）
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重

要
な
仕
事
を
担
い
、
国
税
局
や
税
務
署
に

お
い
て
、
納
税
義
務
者
に
対
す
る
調
査
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
で
す
。

■
受
験
資
格

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

月　

１
日
生
ま
れ
の
方

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
23
年
６
月
21
日
（
火
）
か
ら
６
月

28　

日
（
火
）
ま
で

■
受
験
申
込
書
の
請
求

　

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

第　

二
課
又
は
人
事
院
東
北
事
務
局

　

※
受
験
申
込
書
の
配
布
は
、
５
月
９
日

　
　

（
月
）
か
ら
行
い
ま
す
。

平
成
23
年
度 

奥
会
津
博
物
館

　
第
１
回
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

奥
会
津
博
物
館
で
は
、
会
津
の
歌
舞

伎
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
の
ル
ー
ツ

を
調
べ
ま
し
た
。
現
在
も
人
々
の
間
に

深
く
息
づ
く
歌
舞
伎
。
そ
の
始
ま
り
と
、

長
い
時
を
経
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
の
な

い
歴
史
の
謎
に
つ
い
て
も
迫
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

※
展
示
解
説
会　

６
月
５
日
（
日
）

　
　

10
時
か
ら
と
13
時
か
ら
の
２
回

　

奥
会
津
博
物
館 

企
画
展
示
室

　

小
・
中
学
生 

１
０
０
円
（
５
０
円
）

　

高
校
生 

２
０
０
円
（
１
５
０
円
）

　

大
人 

３
０
０
円
（
２
５
０
円
）

　（　
　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

申

申料℡

℡℡ ℡℡

場℡℡

℡℡℡℡

日日 問

問

問 ア問 問問

問

申

日

問問Ｆ

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
防
火
管
理
者

　
　

資
格
取
得
講
習
会
の
お
知
ら
せ

■問い合わせ

　南会津地方広域市町村圏組合消防本部 ･署

　　　　　　　　　　　　　℡ 0241-62-2141

　役場住民生活課消防交通係　℡ 0241-62-6120

元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　～南会津広域消防署からのお知らせ～

　　平成２３年６月１日から

　　　住宅用火災警報器の設置が義務づけられます

　全ての住宅の寝室等に住宅用火災警報器の設置が義務づけられることとなり、猶予期間がわずかと
なりました。（猶予期間は、平成２３年５月３１日までです。）
　このことについては、これまでパンフレットの配布や座談会等により周知を図ってきたところです
が、平成２３年２月現在の南会津郡全体の設置率は６６．３％に留まっています。近年の火災の死者は、
その多くが住宅火災によるもので、このうち高齢者が半数以上を占めています。この対策として、火
災の早期発見に役立つ住宅用火災警報器の設置が義務付けられるようになりました。アメリカやイギ
リスなどでは、住宅用火災警報器等の設置が義務付けられ、住宅火災の死者が半減するなど、とても
大きな効果を上げています。
　自宅から火災による死傷者を出さないために、早急に「住宅用火災警報器」を設置しましょう！

　なお、設置の推進と防火意識の向上を
図るために、『住宅用火災警報器』消防出
前講座を実施しております。ご連絡をい
ただければ、より詳細な実施内容の説明
を行ないますので、最寄りの消防署・出
張所・分遣所へご相談ください。

奥
会
津
博
物
館
企
画
展

　

「
会
津
の
歌
舞
伎
史
展
」
の
ご
案
内

自
動
車
税
納
税
証
明
書
の

　
　
　

有
効
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

日場料

西町弁天座での歌舞伎興行の様子 ( 昭和 16 年 )

問問

場

設置義務はありませんが、
設置をお勧めします

設置義務

設置義務

設置義務
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広報みなみあいづ　平成 23年 5月号

横峯吉文氏

1951 年 3 月 1 日生まれ

女子プロゴルファー

横峯さくら氏の伯父

有害鳥獣被害防止対策

困りごと相談会

　町では、子どもたちの健やかな成長を地域全体で見守る機運を高めたいと願い、「家庭教育講

演会」を開催します。講師には、英才教育・幼児教育の第一人者で、「ヨコミネ式」子育てを提唱、

テレビなどでも活躍されておられる横峯吉文氏をお招きしますので、ぜひご聴講ください。

　いじめ、体罰、家庭内の問題、近隣間のもめごとなどで、悩んだり、困ったりしていませんか？

　あなたの悩みや困りごとに、人権擁護委員が相談に応じます。一人でかかえていないでこの機会

にぜひ御相談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。

　事前の申し込みは必要ありませんので、直接会場へお越しください。

電話でも受け付けますので、お気軽に御相談ください。

（お電話相談窓口）

福島地方法務局若松支局　TEL ０２４２－２７－１４９８

※「人権擁護委員」とは、住民の暮らしの中で

　起こるさまざまな人権に関する問題を解決す

　る地域の相談役です。

　　人権に関することでお悩みの方は、左記、　

　相談会以外でもお気軽にご相談ください。

福島地方法務局若松支局　若松人権擁護委員協議会

　びわのかげ保育所の隣に『びわのかげ子育て支援センター』がオープンしました。

　幼児の遊び場や親子間の交流の場として施設を開放するほか、専門スタッフによる子育てに

関する相談、講師を招いての講習会やイベント、地域支援活動などを実施しますので、どうぞ

ご利用ください。

　町では鳥獣による農作物等への被害防止対策としまして、被害防止に要する経費への補助制度を

設けております。被害軽減策としまして、制度利用をご検討くださいますようお知らせします。

※　田島中町の「つどいの広場」は平成２３年３月末で終了しました。

　　今後は、「びわのかげ子育て支援センター」をご利用ください。

※　土曜、日曜および祝日は、高齢者センター（研修室または教養娯楽

　　室）におもちゃや遊具を準備して、「びわのかげキッズルーム」と

　　して遊び場を開放しますのでご利用ください。

　
　ヨコミネ式学育の大前提は、「すべての子どもが天才である。」という考え方です。

　できることはおもしろい　おもしろいから練習する　練習すると上手になる　上手になる

と楽しい　そして次の段階へ行きたくなる。この繰り返しで一流に育つ。すべては１から始

まり、毎日の積み上げで１０年でだれでも“一流”になれる。

　これがヨコミネ式の考え方です。

　
場　所　南会津町永田字枇杷影１－１
　　　　（びわのかげ保育所に併設）

開放日　平日（月～金曜日）

時　間　午前の部 　９：００～１２：００

　　　　午後の部 １３：００～１５：００

連絡先　０２４１－６２－９７０２

■日　時：平成 23 年６月５日（日）

　　　　   午後 1 時 30 分から

■会　場：御蔵入交流館　文化ホール

■入場料：無　料

■主　催：南会津町家庭教育推進連絡協議会

■問合せ：生涯学習課生涯学習係 
　　　　　TEL ０２４１- ６２- ５５１１

被害を軽減するために、ぜひご検討ください

人権擁護委員が対応します

■補助対象者

■実施日時等 ■町内の人権擁護委員の方々

■問い合わせ

■電話相談

■主　催

■補助事業名及び補助率

【個人の方】
　町内に住所を有し、自ら農業を行っている方で、鳥獣から被害を受け又は被害の恐れのある耕作者の方

【地区単位での実施】
　地区住民により野生鳥獣の被害対策について合意形成がなされ、協力体制が構築されている地区・集落

【個人の方】

【地区単位での実施】

対象事業名 補助率等

電気柵 設置材料購入費の５０％（上限１５万円）

防護ネット 設置材料購入費の５０％（上限１０万円）

緩衝帯整備 刈払い等のかかる経費の５０％（上限５万円）

爆音機 設置費の５０％（上限５万円／１台あたり）

その他
上記対象事業以外で、被害対策に有効と認められるものについて

設置材料購入費の５０％（上限１０万円）

期　日 場　所 時　間

６月１日（水）南郷総合支所 午前１０時から

午後３時まで

※午後２時３０分までに
　会場にお越しください

※５回とも同じ時間です

７月５日（火）

南会津町福祉ホール
１０月６日（木）

１１月８日（火）

１２月８日（木）

居住地区名 氏　名

田島

中荒井 渡部　榮子 さん

上中町 長谷川次男 さん

高　野 星 　 紀 夫 さん

伊南 道　城 芳賀　隆雄 さん

舘岩 会津高原 木下　武司 さん

南郷
大　橋 塩 田 　 元 さん

下　山 岩渕　里子 さん

対象事業名 補助率等

追払い用花火購入 花火購入費用の７０％

被害防除対策 対策費用の全額（上限７０万円）
※農林課・支所振興課と事前協議願います。

■問い合わせ

　農林課林政係

　　℡ 0241-62-6220

　舘岩総合支所 振興課

　　℡ 0241-78-3330

　伊南総合支所 振興課

　　℡ 0241-76-7717

　南郷総合支所 振興課

　　℡ 0241-72-2113

健康福祉課社会福祉係　℡ 0241-62-6170

『びわのかげ子育て支援センター』オープン！

すべての子どもが天才である！「Y
ヨ コ ミ ネ

okomine式」子育て

英才教育・幼児教育の第一人者 講演会横
よ こ み ね よ し ふ み

峯吉文氏
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3 ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

新着本紹介のご案内

【児童図書】

ノースウッズの森で　　　　大竹　英洋　文・写真

うんこばい菌元気のもと！2　

　　　　　　　　　　　　　藤田　紘一郎　監修

わたしが情報について語るなら　

　　　　　　　　　　　　　　松岡　正剛　著

甲子園がくれた命　　　　　　　中村　計　著

まるごとわかる！地デジの本　　　マイカ　作

アルフレートの時計台　　　　　斉藤　洋　著

パパ・カレー　　　　　　　　武田　美穂　作

世界一ばかなネコの初恋　

　　　　　　　　　　　　ジル　バシュレ　文・絵

【一般図書】

老いも孤独も踏み越えて　　　吉永　みち子　著

ニッポンのヘンな虫たち　　　日本昆虫協会　監修

まさこおばちゃんの新聞エコバッグ

　　　　　　　　　　　　　　　坂上　政子　著

鼠、影を断つ　　　　　　　　　赤川　次郎　著

赤の他人の瓜二つ　　　　　　磯崎　憲一郎　著

ちょちょら　　　　　　　　　　　畠中　恵　著

県庁おもてなし課　　　　　　　　有川　浩　著

エースの系譜　　　　　　　　　岩崎　夏海　著

いねむり先生　　　　　　　　　伊集院　静　著

ライ麦畑で熱血ポンちゃん　　　山田　詠美　著

が休館日

開館時間：10:00 ～ 18:00

　５月１２日から５月３１日まで、館内特別整理期間及びコン

ピュータシステムの更新作業のため、休館となります。

　この間の返却につきましては、返却ポストをご利用ください。

（ＡＶ資料につきましては、直接図書館にお返しください。）

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願

いします。
南会津町図書館　℡	0241-62-5522

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

  ６月の休館日  ５月の休館日

　５月に町内で行われる献血は下記のとおり
です。患者さんにとって、より安全性の高い
４００ｍＬ献血にご協力をお願いします。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

  ５月２６日 木
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～ 9：45 伊南会館

平成22年3 ～ 5月生まれ

平成22年9～11月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

５･６月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 　５月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成22年12月6日～

平成23年1月生まれ

 　５月２５日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成19年11～ 12月生まれ

 　６月　１日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成21年10～ 11月生まれ

 　６月　９日 木
２歳児歯科健康診査

【 田 島 地 域 】
12：30 ～ 13：00

平成21年４～６月生まれ

（田島地域お子さん）

 　６月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 2 3年２月生まれ

※日程が変更になることがありますので、通知をご確認ください。

５、６月の日曜当番医
５月１５日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

　　 ２２日 佐藤医院 (下郷町) TEL 0241-67-2134

　　 ２９日 高橋医院　 TEL 0241-62-0040

６月　　５日 芳賀医院 (下郷町) TEL 0241-67-2128

　　 １２日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　 １９日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　 ２６日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225

献血のお知らせ 

５月２５日（水）

 ・南会津保健福祉事務所    9：30 ～ 10：30

 ・ＪＡあいづみなみ　　  11：20 ～ 12：40

 ・飯野製作所　　　　　  14：30 ～ 16：00

　スウィートハーモニー田島は、旧田島町の地に

ママさんコーラスとして結成してから、16 年目

となりました。名前のとおり、甘く優しいお菓子

のような女性合唱団で（・・・？）、明るくて優

しい女性団体です。

　活動としましては、南会津の合唱団との交流会、

全会津合唱フェスティバルへの参加をさせていた

だいております。昨年はどちらのイベントも御蔵

入交流館で開催しました。南会津にこれだけすば

らしい施設があるということを改めて実感できま

した。

　ストレス解消の目的もありますが、美しいハー

モニーに磨きをかけるため月に２回～３回、金曜

日の夜に楽しくまじめに練習しております。今年

の冬は大寒波の影響もあり、休みが多くなりまし

た。家庭の事情などでお休み中の団員もいます。

今回の大地震でいまだ練習は再開していません

が、また楽しく歌っていきたいと思います。

文化団体の紹介⑬

スウィートハーモニー田島

　現在、会員を大募集中です。誰でも、気軽に入

れるサークルです。おなかから声を出して一緒に

歌ってみませんか。

　ご連絡、お待ちしております。

◆連絡先　山口（TEL 0241-66-2630）　　

　　　　　二瓶（TEL 0241-62-4818）

スウィートハーモニー田島

アレルっ子クラブ 会員募集中
　『アレルっ子クラブ（南会津食物アレルギーの子をもつ親の会）』とは、食物アレルギーを持つ
子どもの親などが集まって、親睦と交流を深めながら、みんなで楽しく情報交換などを行うサー
クルです。料理教室や交流会など月に１回程度活動しています。
　食物アレルギーの子を持つ、パパ、ママ、おじいちゃん、おばあちゃんはもちろん、アレルギー
に関心のある方ならどなたでも大歓迎です！！
　いつでも会員になれますので、お気軽にお問い合わせください。
　■活動日　不定期（月１回程度）
　■年会費　１，０００円
　■連絡先　佐藤  佳厘（TEL ０２４１- ７６- ２７１２）　

  同じ悩みを持つ者同士、楽しく情報交換や交流をしましょう♪
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まちの文芸
　平成５年１０月に週休２日制の対応事業として

県内で３３番目の団として誕生しました。

　「人とのかかわり」「自然と共に」「自己開発」

の３つをテーマにハイキング、デイキャンプ、ク

リスマス会、募金活動など、学校とは違った楽し

い活動をしています。

　３３団では５月より、小学１～６年生の女の子

を対象として、新入団者を募集します。

　なお、５月２２日、午前１０時から御蔵入交流

館で入団説明会を開きますので、どうぞお気軽に

おいでください。入団はその後で決めていただい

て結構です。

◆連絡先　ガールスカウト福島県３３団

　　　　　団委員長　𠮷田　正子　

　　　　　　　（TEL 0241-62-3951）

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申込みください。

■実施日と場所

　５月２５日（水）１０：００～１２：００　南郷総合支所

　５月２５日（水）１４：００～１６：００　舘岩総合支所

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　午前実施分	･･･	南郷総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１－７２－２９００

　午後実施分	･･･	舘岩総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１－７８－３３３０

ガールスカウト福島県第33団新入団者募集

町内のサークルや団体などの情報や活動状況などをお知らせします。

掲載を希望される団体は、総合政策課広報情報係までご連絡ください。連絡先は下記のとおりです。

　TEL：0241-62-6210　　メールアドレス：kouhou@town.minamiaizu.lg.jp

　４月２０日現在、町民の皆さまより、９３件、６，８７９，１０２円の義援金が寄せられました。
　　　田島地域  32 件 3,426,381 円 　　舘岩地域  31 件 1,885,729 円
　　　伊南地域  19 件 　755,663 円 　　南郷地域  11 件 　811,329 円 
　この義援金は日本赤十字社を通し、被災された方々に迅速かつ公平に配分されます。
　町では、引き続き義援金を受け付けています。
１、募集期間　平成２３年９月３０日（金）まで
２、受付窓口　本庁健康福祉課社会福祉係および各総合支所町民課健康福祉係
　※直接、郵便振替・銀行振込することもできます。
　①郵便振替　加入者名 日本赤十字社 東日本大震災義援金
　　　　　　　口座番号　００１４０－８－５０７
　　　　　　※通信欄に「東日本大震災義援金」と明記してください。
　　　　　　※窓口での取り扱いの場合、振替手数料は免除されます。
　②銀行振込　東邦銀行南福島支店　普通預金　口座番号　６１２６６８
　　　　　　　口座名義　日本赤十字社福島県支部
　　　　　　※窓口での取り扱いの場合、同行間の送金手数料は無料です。
　　　　　　※本義援金については、半券をもって受領証を兼用することとなります。

■問い合わせ　本庁健康福祉課社会福祉係　℡ 0241-62-6170　

町民の皆さんから寄せられた善意（東日本大震災義援金）
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８

２階建ての家の２倍以上の高さの大津波がまちを襲う（南相馬市提供）

大津波で漁港から３km 以上離れた小学校の校庭まで押し流された漁船（南相馬市提供）

奈良屋、みなみやま観光㈱、田島料理飲食業組合の約３０名が相馬市で炊き出しを行い、避難者に温かい食事を振る舞った

南相馬市の桜井市長に町の概要や避難者の受入準備態勢などを説明する大宅町長

避難先のホテルからスクールバスの停留所に向かう家族（舘岩地域）

浜通りから避難し、田島中学校に入学、転入した生徒の皆さん

避難されている方々に元気を出してもらおうと、町観光協会が中心となって開催した『さくらウィーク』

11

10


